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シャキたまくん

令和２年度八潮市みんなが主役の地域づくりフォーラム

今だからこそ 地域のみんなでつながろう！



①社会性があって ②毎日よく動き ③肉料理を食べる

筋肉量の減少（サルコペニア）の原因の最上流に「社会性」が
位置づけられる。栄養状態・体力・気力が衰えて、血液中の
各因子の値が落ちてから社会性が落ちるのではなく、社会性
が衰えるところから活動性が低下し、負の連鎖が始まる、とい
うことが明らかになった。

近所での集い、カラオケ、ゲートボール、散歩といった日常
的な娯楽も十分「社会性」維持に役立つし、それが筋肉量の
維持、フレイル予防につながることがわかった。

出典：東大が調べてわかった衰えない人の生活習慣（飯島勝矢著・角川出版）

皆さんいつまでも健康で暮らしたいと思いませんか？

健康長寿の秘訣とは？



社会性
集団をつくり他人とかかわって生活しようとす
る、人間の本能的性質・傾向。

（大辞林第三版より）

サロン活動や支え合い活動などは、社会性
（人とのつながり）を維持する呼び水になっ
ている！



生活を楽しむために必要なもの

第１位 「家族や友人、他者との関係」

出典：博報堂生活総合研究所 日本型成熟モデルを考えるシリーズ「第５回」2011年



ご近所や友人とのつな
がりがあったり

ちょっとした困りごとを
支援してもらえたり

社会参加や役割をもつ
機会があったり

趣味を仲間と楽しめる
居場所があったり

困った時に相談する相
手が身近にいたり

買い物や通院に行けたり

健康維持（介護予防）の
機会があったり

高齢者が住み慣れた地域でいきいきと
暮らしていくためには・・・

制度やサービスだけでなく、
人とつながる地域づくりが必要



埼玉県社協ＤＶＤ「住み慣れたまちで暮らしていくために」より

「支え合う」ということは・・・

高齢者が住みやすいまちになるということは

将来の自分たちにとっても住みやすいまち

富士見市水谷東地域支え愛隊
協力会員の方の言葉

数年前まで私も考えていなかったんですよ。
他人事だと思ってましたけど、
自分自身が年を重ねて、そのような身体に
なってきちゃったんで。
お互い様、自助共助に努めていきたいと思っ
ています。



生活支援体制整備「協働」スタイル
～みんなの思いをかたちに～

令和２年２月発行
企画・発行：埼玉県
製作：（福）埼玉県社会福祉協議会

誰もが暮らしやすい地域づくりを進めるために

地域づくりのヒントをたくさん掲載しています。
埼玉県社会福祉協議会のホームページから
ご覧いただけます。

【埼玉県社協ホームページ】
https://www.fukushi-
saitama.or.jp/site/community_19.html



新型コロナウイルスで地域づくりはどうなる？

ソーシャルディスタンス

↓

フィジカルディスタンス
（身体的距離の確保）

このような状況下でも、身体的距離を保ちながら、
人とのつながりは維持することが大切！



どのように「人とのつながり」を維持しているのか？
～他市町村の事例を紹介～

①今できることに工夫して取り組む

●居場所づくりのメンバーで話し合い、集まることは
一度お休みに。でもつながりは保ち続けたい！と
いう思いから、「散歩の会」を始めた。

●居場所づくりメンバーの一人が畑を提供してくれて
皆で野菜作りを開始。収穫した野菜はフードパントリーへ提供。

●サロン休止の代わりに、サロンボランティアが参加者にぬり絵を
配付。完成品を集めて台紙に貼り、オリジナルかるたを作成中。

②屋外での活動は継続

●屋外でラジオ体操や介護予防体操

●公民館の花壇のお世話ボランティア



④見守り訪問活動＋外出自粛中に必要な情報をお届け

フィジカルディスタンスを保つため、玄関先で
距離をとって、言葉を交わすなど感染対策
の工夫をしている。
※外出自粛中に、住民から買い物に行け
ない、食事に困っているなどの声があり、地域
の障害者施設と協力して作業所で作っている
宅配弁当のチラシも届けた。

③他の活動団体の担い手として活躍

コロナ禍で活動できなくなってしまった料理サークルの
メンバーが、担い手不足で悩んでいた支え合い・助け
合い活動で、ボランティアとして活動を開始。得意の
料理や掃除などの担い手として活躍している。



⑤感染対策を施しながらサロン活動
～あるサロンの取組例～

＜いつでも誰でも参加できるサロン＞

●サロンを利用する方には「健康チェックシート（健康状
態の確認や氏名や連絡先など）」に記入してもらう。

●一つの机に一人で座ってもらい、マスク着用、検温、
手洗い、消毒をお願いしている。窓も開けて換気、サー
キュレーターも回している。

●食事は禁止

●除菌時間のため、12～13時はサロンお休み



⑥支え合い・助け合い活動

ゴミ捨てや電球交換、草むしりや庭木剪定、買い物代行など、困りごとを解決する取り
組み。厚生労働省が示す「３つに密を防ぐための手引き」などを参考に、それぞれの団
体において感染対策（マスク着用、検温、消毒、距離をとるなど）や活動範囲を調
整しながら活動している。

＜活動工夫例＞
●草むしりや庭木剪定などの屋外の活動のみ対応

●今、生活に必要なこと（ゴミ捨てや買い物など）のみ対応

●緊急事態宣言下（感染拡大期）には、買い物同行を
中止し、買い物代行のみを実施

あるボランティアさんの話
昨年の夏くらいから、電球交換やごみ捨てなどで
訪問すると、依頼内容が終わった後の雑談の方
が長くなることが多くなっているように感じます。
サロンなどがお休みになり、人とのおしゃべりを求
めている方が増えているのかなと思います。

支え合い・助け合い活動は、
単なる困りごと解決だけで
はない。
人とのつながり（社会性）
の維持にもなっている。



これらの活動事例からわかること

活動にあたっては、メンバー同士でしっかり話し合っ
てどのように活動するか決めることが大切！
※次のページから詳細を掲載しています。

元々の活動のベースがあり、人とのつながりがあっ
たからこそ、コロナ禍でもつながること（活動）が続
けやすい！



①担い手同士で話し合う
・無理をせず、今、できることは何か考えよう
・やむを得ず活動を離れる人がいても、つながりを絶やさない工夫を

②感染防止等の正しい知識を身につける
・使命感や情熱では新型コロナに立ち向かうことはできない
・一人ひとりが感染防止に取り組むことが大切！

活動するにあたっては・・・

３つの密を避けるための
手引き
（厚生労働省）

参考：全社協 「新型コロナウイルス感染拡大防止に配慮した地域住民等による福祉活動・ボランティア活動の進め方」



③活動の再開方法を検討する
・どのような感染対策をするか → 可能な限り感染リスクを減らす

・活動方法の見直し → 電話・手紙・オンライン等が活用できないか
・感染リスクが低減できない → 新たな活動を検討、実施

④利用者が安心して参加できるよう情報提供
・あらかじめ、それぞれの団体が取り組む感染防止対策を伝える

（開催チラシなどに感染対策の取組などを掲載する）
・ 活動から遠のいてしまった利用者等に無理強いはしない
（でも開催内容や当日の様子などの情報は届けよう）

活動するにあたっては・・・

参考：全社協 「新型コロナウイルス感染拡大防止に配慮した地域住民等による福祉活動・ボランティア活動の進め方

これまでのやり方に
とらわれすぎない



Facebook シャキたま生活支援コーディネーター活動紹介

コロナ禍でも各地域の生活支援を維持すべく、
自治体や生活支援コーディネーター、協議体
等の関係者が協働し、取り組んでいる活動を
紹介しています。

https://www.facebook.com/fukushisaitama.syakitamakun.sc/

全社協 未来の豊かな“つながり”のための全国アクション

新型コロナウィルス下での“つながり”を
あきらめない地域福祉・ボランティア活
動交流サイト。全国各地の“つながり”
のための活動事例が紹介されています。

https://tunagari-action.jp/?ns

ぜひご覧
ください！

https://www.facebook.com/fukushisaitama.syakitamakun.sc/


できるときに
できることを
無理なく・・・＋楽しく

ひとりの１００歩より

１００人の１歩を

埼玉県社会福祉協議会

ありがとうございました。


